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-【解説】情報技術による語彙学習-

ARTICLE

情報技術と外国語学習

　グローバル化，すなわち多言語多文化共生社会へ

の移行に伴い，外国語の重要性はますます高まりつ

つある．さらに，近年，情報技術の進歩に伴い，外

国語学習をはじめとしたさまざまな分野において

情報技術の導入が進んでおり，多くの活用事例の報

告がある．本稿ではこうした背景を踏まえ，情報技

術を活用した語彙学習支援システム開発に関する

国内外の最近の動向について紹介していく．

　本論に入る前に，そもそもなぜ外国語学習の中で

特に語彙学習に着目したのかについてまず見てい

くことにしよう．

　真の外国語力を身につけるためには発音，文法，

語法，語彙，談話規則，社会言語的規則等々さまざ

まなことがらを習得する必要がある．しかしこうし

た多くの習得項目の中で，何を優先的に身につけて

いくとより効果的に外国語を習得できるのかにつ

いては，語学教育に従事する専門家のみならず，外

国語の必要性を痛感している人誰にとっても関心

ごとであろう．

　海外ではすでに多くの実証的研究が行われており，

語彙サイズと英語力，特に読解力との相関性が高い

というのは多くの先行研究で報告されている．実際，

日本人大学生を対象とした実験においても，語彙サ

イズと TOEFL の読解テストおよび総合点には高い

相関性があるという結果が得られている 1）．語彙力

は外国語を習得する上での十分条件とまではいえな

いまでも，学習者の第 2 言語の基盤となる必要条件

であることにどうやら間違いはなさそうだ．

　以上見てきたように，語彙力を強化することは外

国語を習得する上でのキーポイントとなる．これに

加えて，語彙学習は情報技術との親和性が高いため，

国内外で情報技術を用いたさまざまな語彙学習の取

り組みが報告されている．次章では，紙面の都合上，

多くの研究事例の中から，代表的な 3 つの異なるア

プローチに基づいた語彙学習システムを紹介する．

語彙学習支援の多様化

　はじめに，字幕付き動画を用いた Geza Kovacs と

Robert C. Miller による取り組みについて見てみよ

う．海外の映画やドラマなど，字幕付きの動画を語

彙学習の教材として用いる際の問題点は，字幕表示

されているのが外国語か母語のどちらか一方である

ため，そのままの形では語彙学習の教材としては使

い勝手がよくないということだ．この点に着目した

Kovacs と Miller は，語彙間の対応も考慮した 2 つの

字幕を元の動画から自動生成する Smart Subtitles2） 

を提案した．彼らのシステムは，ブラウザ上で動画

と字幕をインタラクティブに閲覧できる学習環境を

学習者に提供する．Smart Subtitles と，単に 2 つの

字幕を同時に示す動画とを用いた比較実験を実施し

たところ，動画閲覧時間や動画要約の質には大差な

いにもかかわらず，前者を用いた実験参加者の方が，

後者を用いた参加者に比べて 2 倍以上の新しい語彙

を習得するという結果が得られた．興味に応じた字

幕付き動画教材を利用可能なため，学習者が飽きず
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よる教材作成の自動化によって，学習者はより多様

な語彙学習法を試すことができるようになり，近い

将来，個々の学習者の特性や興味にあった語彙学習

環境が出現することになるであろう．

　これまで解説してきたように語彙学習といっても

さまざまなアプローチがある．とりわけ，情報取得

可能な携帯機器を使って場所や時間を選ばずに「い

つでもどこでも何度でも」学習することができる手

段としてのモバイル e ラーニングは，語彙学習に

とっては理想的な学習形態といえよう．というのも，

一般的に第 2 言語の語彙記憶は，長時間集中的に繰

り返すより，間欠的に繰り返すほうが効果的である

といわれている．つまり，同じ 15 分の学習時間でも，

1 回のみ 15 分学習を行うのと，1 日 5 分を 3 日に分

けて学習するのとでは，後者の方が有効であること

が先行研究で明らかにされている 5）．このことはす

なわち，語彙学習の場合，まとまった時間を確保し

て学習するよりも，短時間の繰り返し学習の方が効

率的に語彙を記憶でき，教育的効果を期待できると

いうことを意味する．

　モバイル e ラーニングには，場所や時間を選ばず，

日常生活の中のちょっとした空き時間をうまく活用

できる「お得感」が元々あったし，語彙記憶の特性と

の相性も良いともなれば，活用しない手はない．

　次章では，学習効果の期待できるマルチメディア

教材の設計と，その教材を有効活用するためのモバ

イル語彙学習環境構築に関して，我々の取り組みを

中心に解説する．

に学習を継続できるという利点もある．また，字幕

を自動生成するため，教材作成の負担も少ない．

　語彙学習には，フラッシュカードを使った視覚への

刺激のみに頼る方法のほか，書き取りのような動作を

伴う方法もある．Daichi Ogawa らは，後者の方法に着

目し，グローブ型触覚提示デバイス（図 -1）を用いた

タイピングによる語彙学習システムを提案した 3）．

　このシステムでは，デバイスの振動から学習者が

次に入力すべき文字を認知できるため，視覚を含む

多様な感覚刺激による語彙学習が可能となる．提案

システムを用いた語彙学習と語彙を見てタイピング

するだけの学習とを比較した結果，提案システムを

用いた方が，学習から 1 週間後の語彙の記憶保持

率が良かった．この研究は，キーボード入力のよう

な日常的操作を学習に利用した点でユニークである．

近年，さまざまなセンサや装置が安価になり開発環

境の整備も進んでいるため，同様な語彙学習システ

ムが増えると予想される．

　マルチメディア教材とは異なる語彙学習法として，

キーワードを用いた暗記方法がある．しかしなが

ら，一般に，このようなキーワード作成は人手で行

うしかないため，マルチメディア教材の作成と同様

に教員や指導者への負担が大きい．Manolis Savva

らが開発した TransPhoner は，外国語の語彙に対

して，そのイメージのしやすさ，発音の類似性，表

記の類似性，意味の類似性に基づいて，学習者の母

語による数語の単語の組を用いたキーワードを自動

生成する 4）．彼らは，オンライン語彙学習システム

において，外国語語彙に対して提案手法で生成した

キーワード，ランダムに割り当てたキーワード，人

手によって作成したキーワードを提示することによ

る評価実験を行った．その結果，提案手法で生成し

たキーワードによる語彙学習は，ランダムに割り当

てたキーワードによる学習より効果的であり，人手

で作成したキーワードによる学習と同程度の効果を

示した．TransPhoner は，これまで紹介した研究と

は異なる方略の語彙学習を支援するシステムである．

これまでの語彙学習では，多くの人手をかけて教材

を準備しなければならかった．しかし，情報技術に

図 -1　グローブ型触覚提示デバイス
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が高いという有意な差が得られた．

　この実験を通して，教材作成という作

業自体が語彙の学習上意義を持つという

ことを，我々自身が体験した．そこで，

与えられた教材を暗記するよりも，学習

者が主体的に教材作成にかかわることで，

語に対する理解が深まり，さらには，能

動的に学習に関与する動機付けにもつな

がるのではないかと考え，学習者が教材

を自作でき，学習者間で教材を蓄積，共

有できるシステム SIGMA を考案した

（図 -2）．SIGMA では，覚えるべき語彙

とその日本語訳，対応する 5 秒間の動

画あるいは静止画を学習者が用意すると，

これらを自動的に統合し，１つの動画（あ

るいは静止画）教材を作成することができる．

　学習者の提供画像を用いて SIGMA が生成した教

材をその学生自身やほかの学生に利用してもらい，

教材の評価実験を行った．すると，画像を提供した

学生自身の記憶保持率が予想通り非常に高かっただ

けでなく，ほかの学生に対しても，これら教材の多

くは，我々の作成教材よりも高い学習効果を示した．

この結果から，学習者自身が主体的に語彙教材の作

成に取り組むという探求学習の効果を再認識すると

ともに，ピア学習による効果も認識することができ

た．以上のように，教材によって学習効果が認めら

れたり，逆に低い学習効果しか達成できないものも

あったという結果を受け，教材共有の際には，蓄積

された教材から学習者が自主的に学習効果の高いも

のを見つけることが重要であると考えた．そこで，

大勢の意見を重ね合わせることで，教材評価が安定

するか否かを調べた．図 -3 は学習者に 13 個の教材

を閲覧してもらい，－ 3 から＋ 3 までの 7 段階評

価を依頼した際の結果をまとめたものである．横軸

にこの評価をとり，縦軸にほかの学習者によって測

定した記憶保持率をとって，散布図を描いたところ，

相関係数が 0.41 となり，両者に相関があることが

分かった．この結果を踏まえ，SIGMA に，学習者

による教材評価の機能を追加した．

携帯端末を用いた語彙学習

　我々は，2005 年当時，普及し始めていた携帯端

末に着目し，空き時間を活用して，語彙学習を支援

するシステムを開発しようと考えた．

　まず，短時間でも効果的な学習方法を見つけるた

め，シューティングゲームをしながら学ぶ，文脈中

で学ぶ，発音とともに学ぶ，関連画像とともに学ぶ，

といった 4 つのシステムを試作した．学習者に対し

て，学習日から 90 日後に語彙の意味を問うテスト

をした結果，関連画像とともに学習するものの記憶

保持率が最も高く，その次が発音とともに学習する

ものであった．つまり，短時間の語彙学習という条

件下では，関連画像と発音を提供することが効果的

であることを示唆する結果となった．さらに，画像

を提示する時間を決定するために予備実験を実施し，

5 秒間の長さの教材が適当であると結論付けた．以

上の結果に基づき，画像，発音，日本語訳から構成

される iPod などの携帯端末用学習教材を作成する

システムを開発した．システムによる教材を用いた

学習方法と，紙にひたすら英単語を繰り返し書きつ

け，暗記する伝統的な「紙とペンによる学習方法」と

を比較したところ，学習日から 60 日後の記憶保持

率に関して，システムの作成教材による学習法の方

図 -2　語彙学習用教材共有システム概要
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　現在，我々が着目している点は，SIGMA を学習

者が自発的に使用してくれるか否かということであ

る．すべての実験では，学習者にシステムによる学

習を依頼したため，否応なく学習してくれた．しか

しながら，いくら学習効果が高くとも，学習者が利

用しなければ，実用的には意味がない．今後は，学

習者の自律性を測定する尺度を用いて実験を行い，

学習語彙数や学習時間数，学習回数といった学習履

歴と学習者の自律性とを比較したデータを蓄積する．

このデータを基に，学習者の自律性を測定すること

で，その学習者がどの程度熱心にシステムを使って

学習するかを予測できるのではないかと考えている．

　さらに，スマートフォンなどの携帯端末は，さま

ざまなセンサを搭載していることから，今後はこれ

らの機器を単なるマルチメディア情報のビューワと

してだけではなく，マルチメディア情報と実空間を

組み合わせる拡張現実（AR）端末として利用すると

いうのも有力な方向性の１つと考えられる．そこで，

AR の語彙学習への適用事例として Marc Ericson 

C. Santos らの取り組みを最後に紹介しておこう 6）．

　Santos らのシステムは，携帯端末付属のカメラ

で捉えたマーカに合わせて，実画像と CG を合成し

た動画と，発音や字幕を組み合わせた教材を学習者

に提示する．このことにより，状況に応じた語彙学

習が可能となる．マルチメディア教材を提示するだ

けのシステムと本システムとの比較実験においては，

語彙の長期記憶保持を改善する結果が得られた．こ

のことから，語彙学習のみならず，さまざまな学

習へ AR を応用することが今後ますます期待される．

ただし，教員や指導者による教材作成の負担は大き

く，教材作成環境の充実が今後重要な課題の１つに

なるであろう．

今後の展望

　近年，情報技術を利用した学習形態がさまざまな

分野で広がりを見せている．しかし，既存の学習シ

ステムの多くは，すべての学習者に対して，ほぼ同

一の教材を画一的に配信するだけで，学習者ごとに

異なる「学習目的」「学習スタイル」「習熟度」などと

いった学習者特性に柔軟に適応するには至っていな

い．今後は，学習者のさまざまな行為を記録し，そ

れを活用した個々の学生の能力や興味に応じた語彙

学習の個人化が重要なテーマの 1 つになると考えら

れる．
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図 -3　教材に対する評価と記憶保持率
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